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ガバナーメッセージ

Rotary Serving Humanity

人類に奉仕するロータリー

My Rotary について

My Rotary は国際ロータリーが運用を開始した、世界 120 万人を超えるロータリアンのデーターベー
スです。ロータリーは 111 年間世界平和をミッションとして、活動し続けてきた、世界最大のボラ
ンティア組織です。先人たちが、幾多の危機を乗り切って、世界 200 ヶ国以上の国々で、性別、宗
教など、様々な多様性を受け入れる寛容さを忘れずに、高潔性という軸を確立して、会員のリーダー
シップを育成しながら、親睦を通じて、仲間を増やし、人道的奉仕活動を通じて地域社会や、国際社
会に貢献してきました。そして今我々の念願である、ポリオ撲滅まで「あと少し」になりました。そ
んな素晴らしい仲間のデーターペースをやっと造り始めたのです。いや、データーは存在していまし
たが、我々ロータリアンがそれを活用出来なかったのです。

今、コンピューターやインターネット通信など、オンラインツールの発展で、我々ロータリアンひ
とりひとりが利用できる、データーベースにやっとなろうとしています。考えただけで、ワクワクし
ます。ロータリアンの基本は高潔性を備えた職業人、世界 120 万人を超える会員がロータリアン同士、
人道的奉仕活動のみならず、ビジネスでも、趣味でも、旅行でも、自由に繋がる時代がやっと見え始
めたのです。

アフリカでビジネスをスタートしたいとき、アフリカのロータリアンとオンラインで繋がり、コラ
ボレーションできることが可能になります。いや、日本国内でも 8 万人を超える職業人が、繋がる
んです。新しい販路を探したい、新しく材料を探したい、地域の課題を一緒になって、解決するパー
トナーを探したい、趣味のゴルフ、音楽、文化、最も信頼できるパートナー、それがロータリアンな
んです。素晴らしい未来がやっと手に入ります。

Ｍ y Rotary がスマフォ一つで、世界中に繋がります。ただし、このネットワークに入るには、当然ロー
タリーの会員でなければなりません。ロータリアンだけが登録出来る、My Rotary の世界を見る権利
があるのです。

そしていろいろな活動を My Rotary によって知り得ることで今、私は次に述べることを切実なる思
いを込めて皆さんに呼びかけます。

「会員になるだけではなく、職業奉仕、クラブ奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕活動を通じ
て、真のロータリアンになるよう自分自身を磨きましょう。」

ロータリーは、まず、One　Profits　Most　Who　Serves　Best
そうです。人を笑顔にすることから始まります。

ガバナー　服部　良男
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ロータリー財団月間Ⅰ

平成 28 年 10 月 1 日、名古屋千種ロータリークラブ地区補助金事業「東山植物園にアジサイの苗
を植えよう」を市民とともに実施しました。前夜からの大粒の雨は当日朝おさまり、無事事業を実施
することが出来ました。

当クラブと東山総合公園との関わりは古く、初代会長、故水野民也家が保有していた星ヶ丘一帯の
広大な土地を東山総合公園移転のために名古屋市へ寄付したことに遡ります。そうした縁でクラブ創
立以来、植栽や備品の寄贈、教育プログラム支援等様々な形で、奉仕事業を行ってきました。

さて、今回の事業は植物園内のアメリカ園植栽の全面的植え替えにあたって、当クラブが新しい植
栽種苗を寄贈（2017 年 1 月植え付け予定）。並行してアメリカ園に通じる歩道環境整備として歩道に
アジサイを植える作業を市民と共に行うというものです。担当は、社会奉仕委員長、碓氷美佳君。こ
の半年間準備に奔走してくれました。寄贈した種苗はクラブ会員足立一郎君（造園）が準備。名古
屋市の WEB 広報サイトで市民に参加を呼びかけました。多数の応募の中、抽選で 35 名の親子が参加。
ロータリアンと合わせて 50 名が集まりました。作業に先立って、贈呈式を行い、藤井辰則植物園園
長にアメリカ園植樹用と歩道植樹用の種苗贈呈目録を渡し、園長から感謝状をいただきました。その
後、公募参加の親子、ロータリアンが一緒になってアジサイ苗の植え付けを行いました。参加した子
どもたちは植物園スタッフの指導を受けながら慣れない手つきで一生懸命植え付けに汗を流しまし
た（もっと慣れていなかったのはロータリアン…）。閉会式では参加者に自宅で育てられる果物の苗
をプレゼント。植え付けしたアジサイは、来年 6 月には一部が開花するそうです。自分たちの植え
たアジサイがどんな色の花をつけるか楽しみです。市民と共に行った奉仕活動。今後も東山総合公園
を通じて地域に奉仕の輪を広げていきます。

最後に、地区補助金を通じてこのような奉仕実践の機会を与えていただいた RI 第 2760 地区財団
委員会に感謝いたします。

地区補助金事業報告
名古屋千種RC　会長 　渡邊源市
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ロータリー財団月間Ⅱ

「財団卓話について」
地区ロータリー財団委員会　委員長　中村公彦

ロータリー財団を知り、理解していただく様、地区ロータリー財団出向者が皆様のクラブへ卓話に

お邪魔いたします。貴重な例会の時間をお借りしての卓話ですのでクラブ運営での一助になれば幸い

です。また卓話でお邪魔する各クラブには事前にリクエストを頂き、丁寧に解りやすくを心掛けたい

と思っています。

ロータリー財団は寄付を強制？するとか寄付の使途状況がよくわからないとお話を伺うことがあ

ります。本来は事実と異なり、ロータリー財団本部も資金の透明化を積極的に努めています。ロータ

リー財団の歴史は、なしえることが困難だったプロジェクトにも成果を出したことを改めてご案内さ

せていただきます。

さかのぼること 6 年前に世界 100 地区に当地区も選ばれ、パイロット地区として新システムを使っ

たプロジェクトを実践することが出来ました。その３年間の成果が「未来の夢計画」として確立しま

した素晴らしいシェアシステムになりました。各プロジェクトの原資は 3 年前の皆様からお預かり

いたしました年次寄付と恒久基金の利息より割り当てられます。総原資を 100％とした場合、25％を

各クラブが人道的支援の観点からクラブ負担が 50％の補助金が受けられる「地区補助金」、プロジェ

クト総額がある 30000 ドル以上で重点 6 分野該当を必須とする「グローバル補助金」など過去には

なかったクラブ負担の少ない素晴らしいシステムがあります。特にグローバル補助金を活用した事業

は上手く活用して地区補助金ではできえなかったものへのクラブチャレンジも是非積極的に挑戦を

クラブでしていただきたいと思います。

最後になりますが皆様ご存じの通り本年度はロータリー財団 100 周年の年を迎え、積極的にクラ

ブでロータリー財団 100 周年を祝ってください。またそのクラブでの成果や企画にお邪魔した出向

者にお話しいただければと思っております。
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去る 9 月 20 日、服部ガバナー、岩月地区幹事、加藤地区事務長をお迎えし、
豊橋 RC と豊橋北 RC 合同でガバナー公式訪問例会を開催しました。

例会に先立ち、ガバナーとクラブ会長、幹事懇談会を開催し、服部ガバナー
からはサンディエゴでの国際協議会研修のお話に始まり、地区でのガバナー
の役割などお話をいただいたあとで、突然、クラブ出席者それぞれに対して
様々なテーマで 3 分間スピーチを課されました。それはサンディエゴの研修
会でご自分でも経験され、ロータリアンがロータリーの良いところ、クラブ
の良いところをわかっていないと第三者には伝わらないとの想いからとお伺
いしました。その手法として地区の最重点課題があると理解することができ
ました。

例会では上記のお話も含め、地区の方針をわかりやすく解説され、和やか
な中で終えることができました。服部ガバナーのお話はどれも常に未来へ向
けたお話で、今後の活動に大いに力となる例会でした。

ガバナー公式訪問報告Ⅰ

今回の服部良男ガバナー公式訪問５RC 合同例会を、私ども小牧 RC がホストとし
て 107 名の会員とともに迎えることができ、また無事終了できたことを大変喜ばし
く思います。

例会前懇談会では、ガバナー研修で行われるトレーニングの一部を、各クラブ会長、
幹事にも実践してもらい、地域においてロータリークラブをどのように伝えるのか、
どのように理解してもらうのかを、それぞれクラブの特徴や体験からあらためて考
える機会となりました。

例会でのガバナー卓話では、冒頭ジョン F．ジャーム RI 会長テーマ『人類に奉仕
するロータリー』から『ロータリー財団 100 周年を祝おう』と『ポリオを撲滅しよう』
の強調項目についてお話しされました。

そして地区方針である『真のロータリアンになろう、ロータリアンを見つけよう』
については『ブランドマーケティング』『ロータリーのブランド』『ロータリアンの
奉仕』特に「SERVICE を持続可能にする為に」を重点に、また地区の 20 年、30 年先
を見据えた戦略も交えた話を一貫してとても分かりやすく、会歴の浅い会員にも理
解しやすい内容でお話ししてくださいました。

我々の気づいてなかったこととして、地区には役員会や理事会のようなものは無
く、ガバナーは RI と地区内クラブの調整と各クラブ活動が円滑に進むよう、一人で
決断、提案しなければならない存在であることを知らされて、単年度の短い期間の
ガバナーのお役でないと身が持たないのかもしれないのかも？と、ふと感じました。

ガバナー公式訪問もようやく半分をこなし、折り返し点と伺いましたが、大変な
激務をこなす中でも、我々に元気を与えてくれるスタミナとバイタリティには感謝
と敬意を表します。

そして無事に地区内全クラブの公式訪問を終えられて、ガバナーのお役を任期ま
で全うされることを、心よりご祈念申し上げます。

豊橋北・豊橋ＲＣ
ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

豊橋北RC
〈豊橋北RC／幹事〉

大石佳史
9月２0日（火）

小牧・犬山ＲＣ
江南・岩倉ＲＣ・愛知ＲＥＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

小牧RC
〈小牧RC／幹事〉

長尾秀義
9月２1日（水）
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9 月 23 日 ( 金 )　名鉄グランドホテルにおいて津島・あま RC

の合同例会を開催し、服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加

藤博巳地区事務長をお迎えいたしました。

午前 11 時 30 分からの会長・幹事懇談会では冒頭、服部ガバナー

よりロータリーの現状についてお話をいただき、そののち各クラ

ブの会長・幹事より自分の紹介も兼ねクラブに入会した経緯など

を 3 分ほどでお話しさせていただきました。

12 時 30 分より例会がはじまり、服部ガバナーの卓話では、特

にロータリー 100 周年・ポリオ撲滅・会員数の推移など多岐に亘

るお話をいただきました。

また、両クラブによる米山記念奨学金と R 財団寄付の目録をお

渡しさせていただき、終始、和やかで有意義な例会を行うことが

できました。

ガバナー公式訪問報告Ⅱ

9 月 26 日（月）ウェスティンナゴヤキャッスルにおいて地区ガ

バナー公式訪問例会が東・千種・昭和ロータリークラブ合同で開

催された。例会に先立ち 11 時 30 分より服部良男ガバナー、岩月

地区幹事、加藤地区事務局長と３クラブ会長、幹事との懇談が行

われた。12 時 30 分より 3 クラブ合同の例会が始まり、各クラブ

会長挨拶の後、服部良男ガバナーのご講演を拝聴する。RI の方針

など多岐にわたりお話しをいただいた。鈴木建吾東ロータリーク

ラブ会長の謝辞で閉会した。

津島・あまＲＣ
ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

津島RC
〈津島RC／幹事〉

田中正明
9月２3日（金）

名古屋東・名古屋千種ＲＣ
名古屋昭和ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

名古屋東RC
〈名古屋東RC／幹事〉

國府谷俊盛
9月２6日（月）
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9 月 28 日、名古屋みなと・名古屋丸の内・名古屋名駅の 3 ＲＣは、
ＲＩ第 2760 地区、服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加藤博巳地
区事務長の 3 名をお迎えして、合同例会（出席約 130 名）を開催しました。

例会に先立ち、ガバナーと 3 クラブの会長等による懇談会があり、様々
な課題、解決に向けた重点方針、取り組み状況等について意見交換が
されました。

例会では、名古屋中央ＲＡＣ提唱クラブ調印式において服部ガバナー
に署名を頂戴した後、次の 4 項目に関して 30 分間、お話がありました

（１）ＲＩ会長テーマに関し、財団 100 周年とポリオ撲滅活動
（２）ロータリーが 100 年先も輝き続けるためのブランディング
（３）ガバナーが掲げた 3 つの地区方針、3 つの重点戦術に込めたお

　　　　もい
（４）ロータリー戦略計画の 3 つの優先項目
これらは、大変意義深いお話であり、今後のロータリアンとしての

奉仕活動、公共イメージ向上活動等に活かしていきたいと思います。

ガバナー公式訪問報告Ⅲ

9 月 30 日（金）服部ガバナー、岩月地区幹事、加藤地区事務長

をお迎えしてロワジールホテル豊橋において「ガバナー公式訪問」

を豊橋南ロータリークラブ、豊橋東ロータリークラブとホスト役

の豊橋ゴールデンロータリークラブの合同例会として開催を致し

ました。

例会前の 11 時 10 分より会長幹事懇談会を行いましたが、緊

張の中、始まりましたが服部ガバナーの気さくなお人柄に接して、

最後は和気あいあいの歓談となり、本音のお話が出来たと思いま

した。

例会は豊橋南クラブの神戸会員の乾杯にはじまり、ガバナーの

熱意のこもった講和をいただき、豊橋東クラブの小林会員の謝辞

で公式訪問の合同例会を終えることが出来ました。

名古屋名駅ＲＣ
名古屋みなと・名古屋丸の内ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

名古屋名駅RC
〈名古屋名駅RC／委員長〉

加藤祐一
9月28日（水）

豊橋ゴールデンＲＣ
豊橋南・豊橋東ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

豊橋ゴールデンRC
〈豊橋ゴールデンRC／会長〉

宇藤　信
9月30日（金）
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ガバナー公式訪問報告Ⅳ

10 月 4 日、服部良男ガバナー、岩月昭佳地区幹事、加藤博巳地区事務長
をお迎えして懇談会並びに例会を開催しました。

懇談会の場では、ロータリー活動に対する服部ガバナーの熱意あるお考
えや、先進国で会員が 15 年間で 3 割減という危機感に基づき、まずは会員
の皆さんが「ロータリーに入会してこんな良いことがある」と笑顔で楽し
く語れることが重要であること、また、企業の冠、コーポレート会員、女
性から若者、リタイアした方まで幅広い会員制度等、新しい仕組みのモデ

ルケースを試すといったお考えを伺いました。
例会の卓話では、今年度のＲＩのテーマ「人類に奉仕するロータリー」を、「ロータリアンは困っている

人がいたら背を向けず、自分ができることをする。それが奉仕。その結果、人が笑顔になること、そして、
仲間のロータリアンと奉仕の輪を広げることがロータリーである」 と理解するとの見解を示されました。

また、2760 地区の方針を、「真のロータリアンになろう、ロータリアンを見つけよう」と掲げられ、その
ためには「ブランディング」が重要である。そのためには、My Rotary、Rotary Club Central を活用した会
員同士の情報共有、ソーシャルメディアを通したロータリーのブランドと奉仕の活動成果をオープンにし、
地域の人々と共有し広報につなげることを、是非推進して欲しいと協力を呼びかけられました。

とても解りやすい、熱意を込めた卓話を頂き、大変充実した例会となりました。
本当に有難うございました。

名古屋ＲＣ
ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

名古屋RC
〈名古屋RC／幹事〉

鈴木忠明
10月4日（火）

会員減少を抱える私ども一宮中央 RC は、服部ガバナーよりご指導

頂きました中でも、特にマイロータリーの登録・ソーシャルメディア

の活用が遅れており、必要性・重要性を実感致しました。早急に全員

のマイロータリー登録を目標に行動してまいります。そして、地域社

会や世界で困っている人が笑顔になれる奉仕活動を実行してまいりま

す。また、ソーシャルメディアの活用により共に奉仕出来る仲間を見

つけ、一宮中央 RC を大きくステップアップさせていきたいと考えて

おります。

一宮中央ＲＣ
一宮・尾西・一宮北ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

一宮中央RC
〈一宮中央RC／会長〉

永田　正
10月 5日（水）
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ガバナー公式訪問報告Ⅴ

10 月 6 日 ( 木 ) ガバナー公式訪問が行われ、服部良男ガバナー、岩月昭佳地区

幹事、加藤博巳地区事務長にお越しいただきました。今年度は、半田 R.C がホス

トになり、常滑 R.C・半田南 R.C・知多 R.C との４クラブ 110 余名の合同例会と

なりました。

例会に先立ち、ガバナー・会長・幹事懇談会が行われ、服部ガバナーよりいろ

いろなアドバイスをいただきました。特に、ロータリーの良さを笑顔で伝えるこ

とが出来る、この「伝えること」がリーダーに求められているというお話が印象

的でした。

例会は、松本パストガバナーの歓迎の言葉に続いて、服部ガバナーの卓話が行

われました。卓話では、ロータリーのブランドについてマーケティングの視点か

らの考察や、奉仕活動は定義するものではなく人を笑顔にする行動である　など

教示に満ちたお話を多くしていただき、大変充実した例会になりました。また、

ロータリーの ICT についても強力に推進すべきというお話もいただき、ICT 化は

避けて通れない時代になったと改めて感じました。

ガバナーにおかれましては、ご自愛専一にてご活躍されることを会員一同心よ

りお祈り申し上げます。

10 月 11 日ホテルトヨタキャッスルにおいて、豊田 RC・豊田東
RC・豊田中 RC3 ロータリークラブ合同例会に、服部良男ガバナー
岩月昭佳地区幹事をお迎えしてガバナー公式訪問例会を開催いた
しました。

例会前の会長幹事懇談では、カバナーより各会長幹事がロータ
リークラブに入会したきっかけ等の質問から始まり、RI 規定審議
会の決定事項を各クラブの裁量で取り入れクラブ発展のためには
有効であるとお話を頂きました。

公式訪問の卓話ではスクリーンを用いて RI 会長方針、地区方針
のテーマについてお話から始まりオンラインツールとソーシャル
メディアの活用を重点課題とし My Rotary への登録とその活用を
すること。Club Central へ情報を入力他クラブの活動内容を知る。
ソーシャルメディアでロータリーのブランド地域の人々に広報す
る。以上の重要性のお話を頂ました。

服部ガバナー岩月地区幹事のご訪問心より感謝申し上げます。

半田・半田南ＲＣ
知多・常滑ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

半田RC
〈半田RC／幹事〉

榊原敦史
10月 6日（木）

豊田中ＲＣ
豊田・豊田東ＲＣ

ホ
ス
ト

開
催
日

報
告
者

豊田中RC
〈豊田中RC／会長〉

鈴木　寛
10月11日（火）
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第 6 期 RLI2760 分科会研修パートⅡが 10 月 16 日（日）、他地区からの参加者も含め、クラブ会長

エレクトを受講対象者として、星城大学リハビリテーション学院に於いて実施されました。服部良男

ガバナーを初め、多数の地区役員の皆様にご臨席賜り、午前 9：30 に関口宗男委員長の挨拶で開会

しました。

服部良男ガバナーからは「75 クラブの公式訪問が終わり、ほとんどの会長から『ロータリー観が

変わり、もう少し早くロータリーを勉強しておけば良かった』という感想が多くありました。本日は、

来年の 7 月 1 日からどのようにクラブを引っ張っていくかというイメージを持って、今日の一日を

過ごして頂くと価値があると思います。RLI の研修が会長になった時の基礎になり、クラブを纏めて

いくのではないかと公式訪問を通して改めて感じました」とのご挨拶を頂いた。

村井總一郎ガバナーノミニーは「この研修の良いところは同期の会長と顔見知りになり、仲良くな

れることである。自ら情報を発信し、6 セッション、他の参加者の発言をよく聴いて勉強して頂きた

い。」と、ご自身の過去のディスカッションリーダーとしての経験も踏まえてご挨拶を頂いた。

10：00 より 1 セッション 50 分間の分科会を 6 セッション同時進行し、昼食を挟んで 6 つの分科会で、

リーダーシップ、RI のプログラム、ロータリーの組織、奉仕事業、会員増強等について研修しました。

第 6 会議終了後に村井總一郎ガバナーノミニーより「パートⅠに比べ、受講者同士盛り上がった

感じで、お互いにクラブの実情を話し合われていて、大変良い雰囲気で終わったと思います。本日の

研修が皆様方の事業計画、会長方針に反映して頂ければと考えます」と、本日の研修を受けて頂いた

受講者の皆様へのお礼と本日の感想も含めて講評を頂いた。その後、受講者お一人お一人に修了証を

授与して頂き、17：15 に関口宗男 RLI 実行委員会委員長の挨拶で閉会しました。（文責　高畑皓一）

委員会活動報告Ⅰ

第6期RLI2760分科会研修パートⅡ報告
地区RLI実行委員会　委員長　関口宗男
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9 月 22 日、地区青少年サミットが名古屋キャッスルプラザホテルにて開催されました。

服部ガバナーはじめ、6 名の特別出席者、地区内クラブの会長・幹事・青少年奉仕委員長、地区委員、

更に IAC・RAC・RYLA 学友会・青少年交換のロータリーファミリー、合わせて 300 名の参加をいた

だきました。地区青少年奉仕委員会は本会議を、ロータリアンの皆様に青少年奉仕活動をご理解いた

だき、活動の一層の発展に繋げる重要な会議と位置付けております。服部ガバナーからは、「国際ロー

タリーは世界平和に向けて、次世代を担う青少年にロータリーの精神を伝える強い意志を持っている」

とのご挨拶をいただき、続いて活動報告を行いました。

黒田危機管理委員長からは、「ロータリーにとって好ましくない事態の全てが危機であり、発生時

には躊躇せずに危機管理委員長に第一報を」とのお話をいただきました。インターアクト委員会は、

顧問の先生 2 名と生徒さん 2 名から「第 27 回年次大会」、「第 29 回海外派遣研修・オーストラリア　パー

ス」の報告、第 5 回ＩＡ全国研究会のご案内。ＲＹＬＡ委員会は、3 月に実施された「ＲＹＬＡセミナー」

報告、韓国で開催された「ヤングリーダーズサミット」の参加者 5 名からの報告、そして豊田ＲＣ

から次回「第 25 回ＲＹＬＡセミナー」のご案内。ローターアクト委員会は、2 名のアクターから「RAC

の活動内容」「インドＮＩＤへの参加」報告、ローターアクトに参加するメリットのお話がありまし

た。休憩をはさみ、青少年交換委員会からは、アメリカはじめ 4 か国からの帰国生 10 名が報告を行い、

その成長に大きな拍手をいただき、服部ガバナーから一人ひとりに参加認定書が授与されました。最

後に、神野ガバナーエレクトから、「長時間にも関わらず、退屈せずにいい話を一杯聞けた」とのお

言葉をいただき本会議は閉会、その後懇親会に移り参加者の交流を図りました。

アンケート調査では大変好評をいただき充実した会となりました。

委員会活動報告Ⅱ

地区青少年サミット報告

地区青少年奉仕委員会　委員長　寺本善雄



GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  Nov 2016 | 2016-17 Rotary International District 2760 |12

第 2760 地区がホスト地区として、10 月 21 日（金）22 日（土）の２日間、ミッドランドホールに
て第 5 回全国インターアクト研究会並びに第 3 回全国地区インターアクト委員長会議を開催しました。

全国 34 地区のインターアクターが参加するインターアクトクラブ甲子園を合言葉に始まった全国
インターアクト研究会。しかし実際には、高校生が参加するにあたり移動距離や危機管理の問題と
いった障壁があり、今までインターアクター参加の研究会とまでは至っていませんでした。

発展的なインターアクト活動をロータリーがどうサポートしていくのか？そんな事を研究会で議
論するにあたり、やはりインターアクト活動の現実・生の声を聴くのが一番と考え、また研究会がス
タートして 5 年目という節目の年という事もあり、本研究会では『主役はインターアクター』とい
うテーマを掲げ、初めてインターアクターが実際に発表を行うという事を実現しました。

研究会 1 日目は、開会式に続き「全国インターアクター研究会のあり方について」をテーマにパ
ネルディスカッションが行われました。全国インターアクト研究会　三木明委員長がモデレーターを
担い、今回を含め 5 回の研究会運営を行ってきた各開催地区インターアクト委員長がパネリストと
して参加しました。この研究会の始まりから、この研究会がどこに向かっているのか　を参加者全員
で共有できた意義あるパネルディスカッションとなりました。

1 日目後半では①青少年関連フォーラム②全国地区インターアクト委員長会議③全国インターアク
トクラブ顧問情報交換会　といった 3 つの分科会が開催されました。これらの分科会では、パネルディ
スカッションの流れを受け、実際に各地区それぞれの立場の参加者と意見交換を行いました。

2 日目は、いよいよインターアクター登場の一日でした。服部ガバナーによる２日目挨拶に始まり、
桜花学園 IAC がオープニングを飾りました。続いて、単なる日頃の活動発表に留まらず、IAC 運営の
難しさ・工夫、IAC 活動を通してどう自分が変わったか、といった部分にも焦点をあて IAC 活動発表
が行われました。距離の問題で実際に会場には来る事のできないインターアクターは、ビデオやスカ
イプを通しての発表を行いました。

新しい形の研究会を示すことができた非常に意義ある 2 日間のインターアクト研究会となりました。

委員会活動報告Ⅲ

第５回全国インターアクト研究会の報告
地区インターアクト委員会　委員長　佐藤裕彦
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国際ロータリー第2760地区

ガバナーエレクト事務所開設のお知らせ
〈ガバナーエレクト〉 神野 重行　〈次期地区幹事〉 加藤 定伸

第 1回次期ガバナー補佐研修会議が開催されました。
この日、次期ガバナー補佐さんと地区スタッフがはじめて顔を合わせ、和やかでありながら
緊張感も漂う雰囲気の下で、近藤雄亮次期地区研修リーダーのご指導により第一歩を踏み出し
ました。一年半、よろしくお願いします。

事務所
〒460-0003 名古屋市中区錦2 丁目15 番15 号 豊島ビル3 階

TEL 052-201-2760 FAX 052-201-1670
e-mail governor17-18@rotary2760.org

執務時間 10：00～17：00
※土曜・日曜・祝日は休ませていただきます。

〇　南尾張分区
〇　西尾張分区
〇　東尾張分区
〇　西名古屋分区
〇　東名古屋分区
〇　東三河分区
〇　西三河中分区
〇　西三河分区

大府ロータリークラブ
尾張中央ロータリークラブ
小牧ロータリークラブ
名古屋東南ロータリークラブ
名古屋東ロータリークラブ
豊橋ゴールデンロータリークラブ
岡崎ロータリークラブ
西尾KIRARAロータリークラブ

横山　明巳（よこやま　あけみ）
西村　利夫（にしむら　としお）
鈴木　文勝（すずき　ふみかつ）
宮崎　薫　（みやざき　かおる）
本多　満　（ほんだ　みつる）
大須賀憲太（おおすか　けんた）
柴田　芳孝（しばた　よしたか）
大髙　敏睦（おおたか　としのぶ）

2017-18年度　ガバナー補佐紹介




